
H30A １
【正答】

３、４
【誤答の原因】
目印になるものを入れて説明し
ていることは捉えられているが、
会話から相手の知識を確認して
いることは捉えられていない。

【出題の趣旨】
相手や目的に応じ、自分

が伝えたいことについて、
事例などを挙げながら筋道
を立てて話すことができる
かどうかをみる。

【指導のポイント】
・ 話し合いの進め方では、相手の発言を受けて話をつなぐ
ことができるように、相手の発言を聞いて、質問する、復唱
して確かめる、共感を示す、感想を言うなどの活動を低学
年から仕組むこと。
・ 話し手の意図を捉えながら聞き、効果的な助言をする活
動を仕組み、特に、質問する活動を大切にすること。
その際、分からないことを質問するだけでなく、相手のも
つ情報を確かめるための質問や話を聞いて理解したこと
が正しいかどうか確認するなどの質問ができるようにする
こと。

H30A ５

【出題の趣旨】
文の中における主語と述語との関

係などに注意して、文を正しく書くこと
ができるかどうかをみる。

【誤答の原因】
主語と述語を区別すること

はできているが、主語と述語
を対応させた文章を書くこと
ができていない。

【過去の類似問題】
平成２７年度
全国学力・学習状況調査
Ａ ２

【指導のポイント】
・ 間違いが含まれる文章を提示して、どこを、
どのように直すか話し合い、推敲のポイントを全員で共通理解
する活動を仕組むこと。
・ 間違いが含まれたところを選び、どのように直すかを考え書き
直す活動を取り入れること。
・ 読み返すときは、主語と述語があっているか、句読点は正しく
打てているかなど気をつけるポイントに沿って、書き直す活動を
仕組むこと。

【過去の類似問題】
平成２５年度
全国学力・学習状況調査
Ｂ １ 一、二、三
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【予想される誤答例】
４のみ

【正答】 選んだ文章 ④
反省点は、用具の手入れをあまり
しなかったことです。

【予想される誤答例】
反省点は、用具の手入れをあまり
しなかったです。
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。
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２
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①

わ
た
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が
し
ょ
う
か
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す
る
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太

郎
」で
す
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こ
れ
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太
郎
が
、
り
ゅ
う
に
な
っ
た
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母
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を
さ

が
す
た
め
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、
た
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に
出
ま
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。

③

わ
た
し
が
一
番
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
の
は
、
初
め

は
、
な
ま
け
者
だ
っ
た
太
郎
が
、
お
に
に
さ
ら
わ
れ
た

友
だ
ち
を
助
け
に
行
く
と
ち
ゅ
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で
、
い
ろ
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ろ
な
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つ
け
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強
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っ
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。

④

身
に
つ
け
た
力
で
、
お
に
た
い
じ
や
人
助
け
を
す
る

の
で
、
読
ん
で
い
る
う
ち
に
わ
く
わ
く
し
て
き
ま
す
。

⑤

み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

主
語

②
の
文
章
を
主
語
と
述
語
に
着
目
し
て
、
読
み
返
し
ま
し

ょ
う
。
そ
し
て
、
主
語
と
述
語
が
正
し
く
つ
な
が
り
合
う
よ

う
に
直
し
ま
し
ょ
う
。

た
び
に
出
る
お
話
で
す
。

こ
れ
は
、

た
び
に
出
ま
す
。

述
語

学
習
の
例

述
語
は
、
ど
ち
ら
が
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

学習指導要領における領域・内容
〔第３・４学年〕Ａ 話すこと・聞くこと

学習指導要領における領域・内容
〔第３・４学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

②
の
他
に
も
主
語
と
述
語
が
正
し
く
な
い
文
章
が
あ
り
ま
す
。
番
号
を
選

ん
で
、
正
し
く
直
し
ま
し
ょ
う
。

相手の話を受け
て、相手の状況を
確かめる質問をす
る場の設定。

自分が知り
たいことを相
手に伝え、さ
らに、自分が
分かっている
ことも伝える
場の設定。

自分の状況を伝
える答え方をす
る場の設定。

話
す
人
は
、
知
り
た
い
こ

と
を
今
分
か
っ
て
い
る
こ
と

も
入
れ
て
相
手
に
尋
ね
、
聞

く
人
は
、
相
手
の
状
況
を
確

か
め
る
質
問
を
す
る
と
い

う
状
況
を
設
定
し
、
や
り
と

り
を
す
る
。
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＜おすすめするために必要な内容＞

目的や意図に応じ、内容の中心を明
確にして、詳しく書くことができるかどう
かをみる。

H30B ２ 二

今学習したことを生かして、今度は、
４年生に自分の委員会の仕事を伝え
る紹介文の原稿を見直しましょう。
みんなで意見を出し合い、おすすめ
するために必要な内容を選んでモデ
ル文を書き直しましょう。

Point
教材文で学習したことを活用して、ちがう

目的の文章づくりをする活動を仕組むことで、
多くの情報の中から必要なものを選び、目
的に応じた短い文を書く力が身に付きます。

Point
多くの情報の中から必要な情報（むし歯を防ぐ効

果に関するもの）を抽出する活動を仕組みます。

献立を紹介する紹介文の
書き方の学習が、自分の委
員会紹介の文章づくりに役
立てられそうです。

Point

学習したことが様々な場面で活用でき、

実生活に役立つと実感することで、書くこ
とへの学習意欲を高めることができます。

「よくかむと、だ液がたくさん出て、口の中を
きれいに保つ」という内容だと思うよ。

では、５０字以上、８０字以内で書いてみ
ましょう。

Point
選択した必要な情報を指定文字数で整理、再構成し、

目的や意図に応じた表現の仕方で書く活動を、意図的
に授業の中に取り入れていくことが大切です。

授業場面で（目的や意図に応じて内容の中心を明確にして書くための手立てがみられる授業）

今度４年生のみなさんが、委員会活動の見

学に来ます。２学期には、４年生が委員会活
動の体験をしますね。４年生に自分の委員会
の仕事を紹介するには、どんなことを伝えた
らよいでしょうか。

Point

教材で学習する目的をもたせるために、実生
活をつなぐ学習問題を設定します。複数ある伝
えたいことの中から必要なことを選んで書こうと
いう意欲をもたせることが大切です。

学習指導要領における領域・内容
〔第５・６学年〕 Ｂ 書くこと

【予想される誤答の原因】
・ むし歯を防ぐ効果について、「紹介する文章」
と 「保健室の先生の話から分かったこと」から必
要な内容を取り上げて書くことができていない。
・ 「おすすめする文章」にふさわしい言葉を用い
て書くことができていない。
・ 書き出しの言葉に続けて、指定された文字数
で書くことができていない。

人に紹介する文章を書くに、大切なことは

何でしょうか。まずは、「給食の献立の一つで
ある「かみかみあえ」を紹介する文章の書き
方を基に、書き方を学習しましょう。

委員会の仕事を紹介するには、どん
なことを伝えるといいのかな。

むし歯を防ぐ効果に着目して紹介するためには、保健
室の先生の話から分かったことの中から、どれを選べば
よいですか。

導入終末 展開

目
的
や
意
図
に
応
じ
、
内
容
の
中
心
を
明
確
に
し
て
書
こ
う

・ するめが入っていて、よくかんで
食べるこんだてである。
・ よくかむため、だ液がたくさん出
て、口の中をきれいに保つので、
虫歯になりにくい。

＜おすすめにふさわしいことば＞

・ ～です。
・ （～のため、） ～なのです。

【図書委員会のみんなの意見】

＜条件＞
○ 【紹介する文章】と【保健室の先生の話から分かったこと】
から言葉や文を取り上げて書く。
○ 【おすすめする文章】にふさわしい言葉を用いて書く。
○ 書き出しの言葉に続けて、五十字以上、八十字以内に
まとめて書くこと。なお、書き出しの言葉は字数にふくむ。

おすすめする文章にふさわしい表現にするために
は、文末をどのような表現にしたらよいですか。

根拠を説明すると説得力が増すので、文
末は、 「（～のため、）～なのです。」にしたら
よいと思います。

二

星
野
さ
ん
は
、
「
か
み
か
み
あ
え
」
の
む
し
歯
を
防
ぐ
効
果

に
着
目
し
て
【お
す
す
め
す
る
文
章
】の

を
書
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
以
前
メ
モ
し
て
い
た
【保
健
室
の
先

生
の
話
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
】を
取
り
入
れ
て
く
わ
し
く
書
こ

う
と
し
て
い
ま
す
。

に
入
る
内
容
を
、
あ
と
の
条
件
に

合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

＜条件＞
①おすすめするために必要な内容を取り上げて
②おすすめするためにふさわしい表現で
③五十字以上、八十字以内で

図
書
委
員
会
の
仕
事
は
、
昼
休
み
に
図
書
室
の
本
の
貸

し
出
し
を
行
う
こ
と
で
す
。

図
書
室
に
は
、
物
語
や
小
説
な
ど
の
本
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
五
年
生
と
六
年
生
が
分
担
し
て
、
本
の
貸
し
出

し
の
仕
事
を
し
ま
す
。

本
を
返
し
て
い
な
い
人
に
は
、
返
却
の
お
願
い
を
し
た

り
、
お
す
す
め
の
本
の
紹
介
を
し
た
り
し
ま
す
。

図
書
委
員
会
の
仕
事
は
、
昼
休
み
に
図
書
室
の
本
の
貸
し
出
し
を
行
う
こ
と
で
す
。

図
書
室
に
は
、
た
く
さ
ん
の
本
が
あ
り
、
低
・中
学
年
に
人
気
の
本
は
物
語
で
、
高
学
年
は

歴
史
の
本
で
す
。
み
ん
な
が
貸
し
出
し
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

本
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
る
と
、
笑
顔
で

「あ
り
が
と
う
。
」と
言
っ
て
も
ら
え
、
と
て
も
う

れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
（略
）

● 図書室には、本が約1,000冊ある
こと。

むし歯を防ぐ
効果に着目して

四
年
生
に
委
員
会
の
仕
事
を
紹
介
し
よ
う
。

【
佐
々
木
さ
ん
の
考
え
た
紹
介
す
る
文
章
】

委員会の楽しさに着目して紹介する
には、どの意見を入れるといいかな。

● 本の貸し出しをしていると、笑顔で
「ありがとう。」と言ってもらえること。

● 毎週水曜日と金曜日に本の貸し
出しをしていること。

伝
え
た
い
こ
と
に
合
っ
た
紹
介
文
に
す
る
た
め
の

書
き
直
す
ポ
イ
ン
ト
を
見
つ
け
よ
う
。

め
あ
て

（
例
）伝
え
た
い
こ
と
に
着
目
し
て
、
必
要
な
内
容
を

加
え
た
り
、
け
ず
っ
た
り
す
れ
ば
よ
い
。

ま
と
め

【出題の趣旨】
※

～
に
着
目
し
て

モ
デ
ル
文


